
ＪＲ柏駅の東口から徒歩 8分、南口から徒歩 7分の場所に就労移行支援事業所「ジョブサ柏」が 2013 年 7 月

にオープンしました。脇村さんと松井さんにお話を聞きました。 

◆どんな方が対象ですか？ 

障がいの種類は関係なく、18歳以上で就労意欲があり、ジョブサまで自力で通える方を対象としています。

障がい者手帳をお持ちでない方でも、医師の診断と定期的な通院があれば利用の申請ができる場合があるので、

お気軽にお問合せください。 

◆開所時間は？ 

月曜～金曜の 10 時から 15 時までです。土曜日に就職準備等に関するイベントや講習などの行事があります。 

◆どのような内容ですか？ 

企業が最も重視し、仕事で求められる一番大切なことは『報告・連絡・相談』が適切にできることです。そ

のために私どもは、自分の意思伝える表現力や相手の話を聞く力をトレーニングしたり、経験を通じて集中力

や、他人と関わることの楽しさを養成し、自己表現する自信を育んでいます。『表現しても大丈夫』という社会

への信頼を取り戻すためのコミュニケーショントレーニングを行っています。 

また、トレーニング法やカリキュラムは、ボストン大学で障がい児・者の研究に従事し、現在、茨城県教育

委員会の顧問を務める内田先生によるものです。利用者様や親御様に対しての定期的なカウンセリングも実施

しています。現在、利用者のほとんどが利用料の負担なくご利用いただいております。 

◆ひとこと 

ジョブサでは、就職や進学に向けた支援・サポートを 18 歳以下の中高生向けの放課後等デイサービス・18

歳以上の就労移行支援事業による一貫したトレーニング・カリキュラムを行っています。 

 

◆感想 

取材に対応して下さった脇村さん、松井さん共に以前は一般企業での 

就労経験がある方で、ジョブサに来ている利用者の方のこれからのこと、 

障害者就労に対する想いを熱心に話して下さいました。企業の視点でお話し 

も聞くことができました。 

取材に協力してくださったジョブサの皆様、ありがとうございました。 
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11
月
２0
日
に
平
成
2５
年
度 

第
3
回

あ
い
ネ
ッ
ト
運
営
委
員
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

今
回
は
、
あ
い
ネ
ッ
ト
か
ら
、
「
生
活

困
窮
者
自
立
促
進
支
援
モ
デ
ル
事
業
」
に

つ
い
て
、
あ
い
ネ
ッ
ト
か
ら
事
業
の
説
明

を
発
表
形
式
で
行
い
、
そ
れ
に
対
し
て
の

質
疑
応
答
、
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま
し

た
。 

以
下
、
内
容
の
抜
粋
で
す
。 

 

～
生
活
困
窮
者
モ
デ
ル
事
業
と
は
～ 

・な
ぜ
モ
デ
ル
事
業
が
必
要
な
の
？ 

生
活
困
窮
者
を
取
り
巻
く
状
況
と
し

て
、
生
活
保
護
世
帯
が
年
々
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
。
社
会
的
孤
立
の
拡
大(

生
活
困

窮
が
広
が
り
、
家
族
等
の
繋
が
り
が
な
い)

等
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
新
た
な
生

活
困
窮
者
対
策
が
必
要
と
い
う
考
え
が
生

ま
れ
、
H

25
年
度
か
ら
生
活
困
窮
者
自

立
促
進
支
援
モ
デ
ル
事
業
が
全
国
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
（
全
国
68
団
体
） 

 ・主
な
対
象
者 

現
在
、
生
活
保
護
を
受
給
し
て
い
な
い
が
、

生
活
保
護
に
至
る
可
能
性
の
あ
る
者
で
自

立
が
見
込
ま
れ
る
者
。 

経
済
的
自
立
が
見
込
ま
れ
る
生
活
保
護
受

給
者
。 

 

・
新
た
な
生
活
困
窮
者
対
策
の
全
体
像 

第
一
の
ネ
ッ
ト
と
し
て
、
社
会
保
険
制
度
、

労
働
保
険
制
度
が
あ
り
、
第
二
の
ネ
ッ
ト
で

は
、
求
職
者
支
援
制
度
等
。 

第
三
の
ネ
ッ
ト
と
し
て
生
活
保
護
制
度
が

あ
り
ま
す
。
生
活
保
護
に
至
る
前
の
支
援
、

生
活
保
護
制
度
の
見
直
し
を
総
合
的
に
行

う
、
と
い
う
考
え
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。 

 

・生
活
困
窮
者
への
支
援
の
イ
メ
ー
ジ 

自
立
に
向
け
た
相
談
（
自
立
相
談
支
援
事

業
）
。
緊
急
に
衣
食
住
が
必
要
な
方
（
一
時

生
活
支
援
事
業
）
。
住
ま
い
が
必
要
な
方

（
居
住
確
保
支
援
）
。
お
金
の
問
題
を
抱
え

た
方
（
家
計
相
談
支
援
事
業
）
。
仕
事
の
問

題
を
抱
え
た
方
（就
労
準
備
支
援
事
業
・
中

間
的
就
労
）。
教
育
の
相
談
、
こ
ど
も
・
若
者

（学
習
等
支
援
）等
が
あ
り
ま
す
。 

 

・あ
い
ネ
ッ
ト
の
支
援
の
イ
メ
ー
ジ 

地
域
の
各
関
係
機
関
（
行
政
・
医
療
・
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
）
と
連
携
し
、
間
口

は
広
く
対
象
者
を
限
定
す
る
こ
と
な
く
受

け
と
め
ま
す
。 

 

・支
援
調
整
会
議
と
は 

メ
ン
バ
ー
は
地
方
自
治
体
、
あ
い
ネ
ッ
ト
（
実

情
に
応
じ
て
、
社
協
、
社
会
福
祉
法
人
の
参

加
も
検
討
）で
す
。 

 

 

 

目
的
は
、
プ
ラ
ン
内
容
の
検
討
、
決
定
。 

支

援
内
容
の
評
価
。 

多
く
の
分
野
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
必
要
な
社
会
資
源
の
掘

り
起
こ
し
で
す
。 

 

委
員
の
方
か
ら
は
・
・ 

「
制
度
で
重
な
る
部
分
は
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。

ど
れ
が
本
人
に
と
っ
て
良
い
事
か
、
随
時
、

支
援
者
が
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
」。 

「
借
金
の
問
題
で
弁
護
士
相
談
に
同
行
す

る
こ
と
が
あ
る
。
制
度
に
繋
が
っ
た
後
、
ど

う
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
か
が
課
題
」。 

「
小
・
中
学
生
か
ら
金
銭
教
育
を
し
て
い

る
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
教
育
し
て
い
く
こ
と

で
お
金
へ
の
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
」。 

「
入
院
中
の
方
で
も
、
お
金
の
優
先
順
位
が

逆
転
し
て
い
る
人
が
い
る
。
生
活
困
窮
に
陥

っ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
相
談
で
き
る
と
こ

ろ
が
あ
る
、
と
周
知
も
必
要
だ
と
思
う
」

等
々
、
貴
重
な
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。 

  

生
活
困
窮
と
一
言
で
言
っ
て
も
、
そ
の
方

が
抱
え
て
い
る
問
題
の
背
景
に
は
様
々
な
課

題
が
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。
お
金
の
問
題
、
家

族
関
係
、
社
会
的
孤
立
、
心
の
問
題
、
、

等
々
。
関
わ
る
各
専
門
分
野
の
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
で
支
援
を
行
っ
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。 
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〒277-0021 

住所千葉県柏市中央町 

6-19コープビル柏７階 

電話：04-7160-1130 

FAX：04-7160-3986 

 

      

講演名 日 時 場 所 費用 
申込 

問合せ先他 

司法書士・臨床心理士・精神保健福祉

士による共同相談 

～「こころ」と「いのち」と「おか

ね」の相談会～ 

千葉県地域自殺対策緊急強化基金事業 

平成 26 年 1/25（土） 

10:00～16:00 まで 

 

平成 26 年 3/1(土) 

10:00～16:00 まで 

千葉市民

会館 

(両日) 

無料 

予約不要 

主催（お問い合わせ先）：千葉司法書士会 

TEL：０４３－２４６－２６６６ 

 

お知らせ ◇こちらのコーナーへ掲載希望の方は、あいネット（電話：04-7165-8707 ＦＡＸ：04-7165-8709）まで 

 

 

 

 

 

ゴールデンウィークが終わ

ってしまいました。 

予定がたくさんあり忙しか

ったですが充実した GW で

した。 あっ、今月結婚す

ることになりました。 

 

あいネットが気になる街の事業所にお邪魔します。 
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11
月
19
日
に
け
や
き
プ
ラ
ザ
で
「
障
害

の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら
し
や
す

い
千
葉
県
づ
く
り
条
例
」
に
係
る
柏
圏
域
地

域
相
談
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

「
障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
共
に
暮
ら

し
や
す
い
千
葉
県
づ
く
り
条
例
」
は
、
障
害

の
あ
る
方
に
対
す
る
誤
解
や
偏
見
を
解
消

す
る
と
と
も
に
、
日
々
の
暮
ら
し
や
社
会
参

加
を
妨
げ
て
い
る
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
バ
リ

ア
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
り
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
社
会
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
に
、

Ｈ
19
年
7
月
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
障
害

が
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
不
利
益
な
取

り
扱
い
を
さ
れ
た
り
、
障
害
の
あ
る
方
が
障

害
の
な
い
方
と
実
質
的
に
同
じ
よ
う
な
日

常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要

な
合
理
的
な
配
慮
に
基
づ
く
措
置
を
行
わ

な
い
場
合
に
、
県
内
の
相
談
員
や
専
門
の
相

談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。 

 

あ
い
ネ
ッ
ト
は
、
直
接
相
談
員
さ
ん
と
関

わ
る
ケ
ー
ス
は
多
く
な
い
の
で
す
が
、
「
権

利
擁
護
」
と
い
う
視
点
か
ら
考
え
る
と
、

日
々
の
相
談
業
務
と
切
り
離
せ
な
い
側
面

が
あ
り
、
研
修
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 
 

最
初
に
、
平
成
19
年
度
～
平
成
25
年
10

月
末
ま
で
の
条
例
施
行
後
の
状
況
と
相
談

件
数
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

分
野
別
取
扱
い
件
数
は
、「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」

に
つ
い
て
の
相
談
件
数
が
最
も
多
く
、
次
い
で

肢
体
不
自
由
、
知
的
障
害
の
順
で
し
た
。 

 

講
演
は
社
会
福
祉
法
人
愛
光
の
常
務
理
事

で
あ
る
高
梨
憲
司
氏
か
ら
「
千
葉
県
条
例
の
誕

生
か
ら
現
在
ま
で
を
振
り
返
る
」
と
題
し
た
内

容
で
し
た
。 

 

高
梨
氏
の
話
の
中
で
、
印
象
的
だ
っ
た
の
は

「
障
害
と
は
」
と
題
し
た
話
。
「
ど
う
し
て
障

害
者
が
生
活
を
し
づ
ら
い
の
か
？
」
と
い
う

と
、
今
の
社
会
は
健
常
者
と
い
う
名
の
「
多
数

派
」
が
築
い
た
社
会
で
あ
る
た
め
で
、
少
数
派

で
あ
る
障
害
者
と
多
数
派
の
健
常
者
の
間
で

不
調
和
が
生
ま
れ
る
事
が
大
き
な
要
因
で
あ

る
」
と
の
事
で
し
た
。 

さ
ら
に
は
、「
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と
き
、

そ
れ
ぞ
れ
の
障
害
者
種
別
に
応
じ
た
街
づ
く

り
が
必
要
。
こ
れ
が
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
と
言
う
が
、
簡
単
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
視

覚
障
害
の
方
に
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
が
あ
っ
た
方

が
歩
き
や
す
い
が
、
肢
体
不
自
由
の
方
か
ら
す

る
と
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
は
邪
魔
に
な
っ
て
し
ま

う
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

  

こ
の
研
修
を
通
し
て
、
そ
も
そ
も
障
害
を
持

っ
て
地
域
で
暮
ら
す
と
は
ど
う
い
う
事
な
の

か
？
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
多
数
派
で
あ

る
健
常
者
の
当
り
前
が
、
少
数
派
の
障
害
者 

に
と
っ
て
の
当
り
前
で
な
い
事
が
あ
り
、
こ

こ
に
存
在
す
る
不
調
和
を
埋
め
る
に
は
ど

う
す
れ
ば
良
い
の
か
？
と
い
う
は
、
大
き
な

課
題
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
課
題
に
対
し

て
、
も
っ
と
多
く
の
人
達
が
他
人
事
で
は
な

く
、
自
分
の
課
題
と
し
て
考
え
て
い
く
事
が

必
要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。 

 

 

11
月
28
日
（
木
）
～
30
日
（
土
）
に
就
労

支
援
担
当
者
養
成
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。 

 
こ
の
講
座
は
「
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
モ
デ

ル
事
業
」
の
中
間
的
就
労
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
沿

っ
た
養
成
講
座
で
、1

日
目
の
座
学
、
2
日
目

の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
3
日
目
の
職
場

見
学
と
、
概
要
か
ら
実
務
に
至
る
ま
で
包
括
的

に
学
べ
る
内
容
で
し
た
。 

参
加
者
も
千
葉
県
を
含
む
関
東
に
加
え
、
北
は

北
海
道
、
南
は
沖
縄
県
か
ら
、
様
々
な
団
体
の

方
が
就
労
支
援
を
学
び
に
い
ら
し
て
い
ま
し

た
。 2

日
目
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
事

例
を
交
え
な
が
ら
実
際
の
手
法
を
い
か
に
活
用

し
、
就
労
支
援
に
活
か
し
て
い
く
の
か
学
び
ま

し
た
。 

A
さ
ん
、
B
さ
ん
の
人
物
像
を
モ
デ
ル
に
、

性
別
、
年
齢
と
い
っ
た
基
本
情
報
に
加
え
、
性

格
な
ど
の
特
性
や
、
希
望
の
し
ご
と
内
容
、
就

労
時
間
、
得
意
な
こ
と
、
苦
手
な
こ
と
も
考
慮

に
入
れ
、
就
労
支
援
計
画
を
作
り
ま
し
た
。 

A
さ
ん
は
「
細
か
い
作
業
が
得
意
」、
B
さ

ん
は
「
軽
作
業
が
で
き
そ
う
」
な
ど
意
見
を
出

し
合
い
な
が
ら
、
計
画
作
り
を
進
め
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
6
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
発
表

し
、
様
々
な
視
点
か
ら
の
支
援
方
法
が
あ
る
事 

に
気
付
か
さ
れ
、
改
め
て
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
、
意
見

の
交
換
の
大
切
さ
を
学
び
ま
し
た
。 

 

3
日
目
は
、
オ
プ
シ
ョ
ナ
ル
ツ
ア
ー
と
し
て

「
中
間
的
就
労
の
職
場
見
学
」
に
、
生
活
ク
ラ
ブ

い
な
げ
ビ
レ
ッ
ジ
虹
と
風
を
訪
問
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。 

訪
れ
て
驚
い
た
の
は
、
施
設
と
周
囲
の
一
般
住
宅

街
、
UR
マ
ン
シ
ョ
ン
の
公
園
と
一
体
化
し
て
い

て
、
町
全
体
が
一
つ
に
ま
と
ま
っ
て
調
和
し
て
い

た
こ
と
で
す
。 

生
活
ク
ラ
ブ
い
な
げ
ビ
レ
ッ
ジ
虹
と
風
に
は
、 

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
訪
問
介
護
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
診
療
所
に
加
え
、
障
害
児
・
者

向
け
施
設
が
あ
り
、
そ
の
場
が
中
間
的
就
労
の
活

動
拠
点
と
し
て
、
給
食
の
調
理
場
、
入
浴
施
設
、

居
室
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
用
具
販
売
・
レ
ン
タ
ル
店

と
、
働
か
れ
る
皆
さ
ん
が
居
場
所
を
得
て
、
目

標
・
や
り
が
い
を
持
っ
て
業
務
に
取
り
組
ん
で
い

る
姿
に
、
感
心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

土
曜
日
の
快
晴
の
日
の
お
昼
に
訪
問
を
さ
せ

て
頂
き
、
穏
や
か
な
陽
だ
ま
り
の
中
で
、
と
て
も

居
心
地
が
よ
く
、
地
域
に
開
放
さ
れ
て
い
る
街
づ

く
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
の
連
携
な

ど
、
そ
こ
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の
ひ
と
が
主
役
だ

と
感
じ
、
新
た
な
視
野
を
広
げ
ら
れ
た
3
日
間
と

な
り
ま
し
た
。 

 

 
「ＮＰＯ法人ホスピスケアを広める会」  

「ＮＰＯ法人ホスピスケアを広める会」が平成 15 年から行っている「在宅サポート・さくら」が 10

周年を迎え、記念パーティ―が開催されました。この会は「東葛地域に患者本位・患者中心の医療の実現

をめざし、地域でホスピスケア・緩和ケアの拡大に寄与する」ことを目的として活動されていて、在宅サ

ービス・さくら以外にも公開講演会・アロマボランティア・会報・その他ボランティアなど幅広く活動を

していることが報告されました。また、事務所を活用した「サロン・さくら」では編み物カフェなど多彩

な企画（要予約）が開催されています。会員の方はさまざまな資格や特技を生かして、人の役に立ちたい

という思いと、それがやりがいで生き生きとされているのではと感じました。「在宅サービス・さくら」

では看護師の会員が家族的な立場で病院に来てくれたおかげで、病院との調整にも適切なアドバイスを受

けて感謝しているという利用者のお話がありました。制度のすきまを埋めていく市民活動は柏市内にさま

ざまあります。制度に依らない市民の活動の豊かさや柔軟さが、その市の市民度や文化度を表しているの

ではないかと感じます。 

 

市民団体プチ紹介 

 

柏市北柏 1-2-7 少名子ビル１階 

連絡先：04-7163-0634  

受付時間：月～金 10 時―12 時 
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